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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　時間Ｔにおいて開始する第２の周波数（Ｆ２）上のアップリンクリソースをユーザ機器
（ＵＥ）に対して割り振るために、第１の周波数（Ｆ１）上で送信されるべきアップリン
ク（ＵＬ）許可内に設定するためのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーション
のタイプを発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって決定することと、
　前記Ｆ２上の潜在的ダウンリンク送信と関連付けられた条件に対応するように、前記Ｕ
Ｌ許可内に前記ＬＢＴインジケーションを前記ｅＮＢによって設定することと、前記条件
が、所定の時間窓の間に生じる前記潜在的ダウンリンク送信に対応し、前記所定の時間窓
が時間Ｔと重複し、
　前記ＵＬ許可を前記ＵＥに前記ｅＮＢによって送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記条件が、時間Ｔpまで前記Ｆ２上で生じる前記潜在的ダウンリンク送信に対応し、
ＴpがＴの前であり、ＴとＴpとの間の時間差分がしきい値より小さい、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記ＬＢＴインジケーションのタイプが、前記条件が時間Ｔにおいて満たされるならば
第１のタイプのＬＢＴインジケーションに、および前記条件が時間Ｔにおいて満たされな
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いならば第２のタイプのＬＢＴインジケーションに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のタイプのＬＢＴインジケーションが、
　　ＬＢＴなし、ワンショットＬＢＴ、またはショートＬＢＴのうちの少なくとも１つに
対応し、前記第２のタイプのＬＢＴインジケーションがフルクリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）に対応する、または、
　　フルクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）に対応し、前記第２のタイプのＬＢＴイ
ンジケーションがＬＢＴなし、ワンショットＬＢＴ、またはショートＬＢＴのうちの少な
くとも１つに対応する、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｆ１および前記Ｆ２が同じ周波数である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送信されたアップリンク（ＵＬ）許可を、第１の周
波数（Ｆ１）上でユーザ機器（ＵＥ）によって受信することと、ここにおいて、前記ＵＬ
許可が第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンクリソースを前記ＵＥに対して割り振る、　
前記ＵＬ許可内のリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーションのタイプを決定す
ることと、
　前記決定されたタイプのＬＢＴインジケーションに従って前記Ｆ２にアクセスすること
と、
　前記ＵＬ許可に従って前記Ｆ２上でＵＬ送信を実行することとを備え、
　ＬＢＴインジケーションの前記タイプを決定することが、
　　ＬＢＴインジケータがＬＢＴなしを示すように設定されていると決定することを含み
、前記Ｆ２にアクセスすることが、前記ＬＢＴインジケータがＬＢＴなしを示すように設
定されていると決定したことに応答して、前記Ｆ２上でＬＢＴを実行することなく、前記
Ｆ２上でＵＬ送信を実行することを含む、または、
　　ＬＢＴインジケータがワンショットＬＢＴを示すように設定されていると決定するこ
とを含み、前記Ｆ２にアクセスすることが、前記ＬＢＴインジケータがワンショットＬＢ
Ｔを示すように設定されていると決定したことに応答して、前記Ｆ２上でアップリンク送
信を実行する前に、前記Ｆ２上でワンショットＬＢＴを実行することを含む、または、　
　ＬＢＴインジケータがＵＥ決定を示すように設定されていると決定することを含み、前
記Ｆ２にアクセスすることが、前記Ｆ２上でＵＬ送信を実行する前に、および前記ＬＢＴ
インジケータがＵＥ決定を示すように設定されていると決定したことに応答して、前記Ｆ
２上でワンショットＬＢＴを実行し、前記Ｆ２上の前記ワンショットＬＢＴが不成功であ
ることが判明した場合に、引き続き前記Ｆ２上でフルクリアチャネルアセスメント（ＣＣ
Ａ）を実行することを含む、または、
　　ＬＢＴインジケータがフルクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を示すように設定
されていると決定することを含み、前記Ｆ２にアクセスすることが、前記ＬＢＴインジケ
ータがフルＣＣＡを示すように設定されていると決定したことに応答して、前記Ｆ２上で
ＵＬ送信を実行する前に、前記Ｆ２上でフルＣＣＡを実行することを含む、方法。
【請求項７】
　前記Ｆ１および前記Ｆ２が同じ周波数である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信装置であって、
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送信されたアップリンク（ＵＬ）許可を、第１の周
波数（Ｆ１）上でユーザ機器（ＵＥ）によって受信するための手段と、ここにおいて、前
記ＵＬ許可が第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンクリソースを前記ＵＥに対して割り振
る、
　前記ＵＬ許可内のリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーションのタイプを決定
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するための手段と、
　前記決定されたタイプのＬＢＴインジケーションに従って前記Ｆ２にアクセスするため
の手段と、
　前記ＵＬ許可に従って前記Ｆ２上でＵＬ送信を実行するための手段と
　を備え、
　ＬＢＴインジケーションの前記タイプを決定するための前記手段が、
　　ＬＢＴインジケータがＬＢＴなしを示すように設定されていると決定するための手段
を含み、前記Ｆ２にアクセスするための前記手段が、前記ＬＢＴインジケータがＬＢＴな
しを示すように設定されていると前記決定したことに応答して、前記Ｆ２上でＬＢＴを実
行することなく、前記Ｆ２上でＵＬ送信を実行することによって前記Ｆ２にアクセスする
ための手段を含み、または、
　　ＬＢＴインジケータがワンショットＬＢＴを示すように設定されていると決定するた
めの手段を含み、前記Ｆ２にアクセスするための前記手段が、前記ＬＢＴインジケータが
ワンショットＬＢＴを示すように設定されると前記決定したことに応答して、前記Ｆ２上
でＵＬ送信を実行する前に、前記Ｆ２上でワンショットＬＢＴを実行することによって前
記Ｆ２にアクセスするための手段を含み、または、
　　ＬＢＴインジケータがＵＥ決定を示すように設定されていると決定するための手段を
含み、前記Ｆ２にアクセスするための前記手段が、前記Ｆ２上でＵＬ送信を実行する前に
、および前記ＬＢＴインジケータがＵＥ決定を示すように設定されていると前記決定した
ことに応答して、前記Ｆ２上でワンショットＬＢＴを実行し、前記Ｆ２上の前記ワンショ
ットＬＢＴが不成功であることが判明した場合に、引き続き前記Ｆ２上でフルクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することによって前記Ｆ２にアクセスするための手段
を含み、または、
　　ＬＢＴインジケータがフルクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を示すように設定
されていると決定するための手段を含み、前記Ｆ２にアクセスするための前記手段が、前
記ＬＢＴインジケータがフルＣＣＡを示すように設定されていると前記決定したことに応
答して、前記Ｆ２上でＵＬ送信を実行する前に、前記Ｆ２上でフルＣＣＡを実行すること
によって前記Ｆ２にアクセスするための手段を含む、ワイヤレス通信装置。
【請求項９】
　前記決定されたタイプのＬＢＴは、前記ＵＬ許可内に示される第１のＵＬサブフレーム
の前のしきいの時間内に、前記Ｆ２上に１つまたは複数の送信があるかどうかに基づく、
請求項８に記載のワイヤレス通信装置。
【請求項１０】
　前記Ｆ１および前記Ｆ２が同じ周波数である、請求項８に記載のワイヤレス通信装置。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信装置であって、
　時間Ｔにおいて開始する第２の周波数（Ｆ２）上のアップリンクリソースをユーザ機器
（ＵＥ）に対して割り振るために、第１の周波数（Ｆ１）上で送信されるべきアップリン
ク（ＵＬ）許可内に設定するためのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーション
のタイプを発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって決定するための手段と、
　前記Ｆ２上の潜在的ダウンリンク送信と関連付けられた条件に対応するように、前記Ｕ
Ｌ許可内に前記ＬＢＴインジケーションを前記ｅＮＢによって設定するための手段と、前
記条件が、所定の時間窓の間に生じる前記潜在的ダウンリンク送信に対応し、前記所定の
時間窓が時間Ｔと重複し、
　前記ＵＬ許可を前記ＵＥに前記ｅＮＢによって送信するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照



(4) JP 6971996 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

　[0001]本出願は、その全体がともに参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１
５年１１月６日に出願された「ＥＮＨＡＮＣＥＤ　ＬＩＣＥＮＳＥＤ　ＡＳＳＩＳＴＥＤ
　ＡＣＣＥＳＳ　ＵＰＬＩＮＫ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＡＣＣＥＳＳ」と題する同時係属の米
国仮特許出願第６２／２５２，２７８号、および２０１６年１０月２７日に出願された「
ＥＮＨＡＮＣＥＤ　ＬＩＣＥＮＳＥＤ　ＡＳＳＩＳＴＥＤ　ＡＣＣＥＳＳ　ＵＰＬＩＮＫ
　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＡＣＣＥＳＳ」と題する米国非仮特許出願第１５／３３６，５０９号
の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ライセ
ンス補助アクセス（ＬＡＡ）アップリンクチャネルアクセスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することにより、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られる、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、い
くつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために）
ダウンリンクチャネル上で、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために）アッ
プリンクチャネル上で、ＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかの通信モードは、セルラーネットワークの異なる無線周波数スペクトル
帯域（たとえば、認可無線周波数スペクトル帯域または無認可無線周波数スペクトル帯域
）上での、または競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上での基地局とＵＥとの間
の通信を可能にし得る。認可無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワーク
においてデータトラフィックが増加しているので、無認可無線周波数スペクトル帯域への
少なくとも一部のデータトラフィックのオフローディングが、拡張されたデータ伝送容量
のための機会をセルラー事業者に提供し得る。無認可無線周波数スペクトル帯域はまた、
認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスが利用可能でないエリアにサービスを提供し
得る。
【０００６】
　[0006]競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを獲得し、その帯域上
で通信するより前に、基地局またはＵＥは、共有無線周波数スペクトル帯域へのアクセス
を求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen before talk）手順
を実行し得る。ＬＢＴ手順は、競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルが
利用可能であるかどうかを決定するために、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clea
r channel assessment）手順を実行することを含み得る。競合ベースの共有無線周波数ス
ペクトル帯域のチャネルが利用可能であると決定されたとき、チャネルを予約するために
チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel usage beacon signal）など、チャネル
予約信号が送信され得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本明細書で開示する様々な態様によれば、本開示は、競合ベース共有無線周波数
スペクトル帯域内でＵＥによるチャネル獲得における遅延に関連する問題を解決すること
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を対象とする。たとえば、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が、ＵＥによるアップリンク送信の
ために使用されるべき周波数上で最近送信したかまたは送信中である場合、および／また
はＣｏＭＰセット内の別の基地局またはリモートラジオヘッドがそのように最近送信した
かまたは送信中である場合、ｅＮＢは、その周波数上でのＬＢＴの実行のスキップ、また
はフルＣＣＡより持続時間が短いタイプのＬＢＴの実行のいずれかを行うようにＵＥを指
示し得る。ｅＮＢがこのようにＵＥを指示する１つの方法は、別の周波数上でＵＥに送信
されるアップリンク許可内のインジケータを設定することである。加えて、ＵＥがその周
波数上で開始ポイントにおいて送信するための周波数を適時に獲得するのに失敗したこと
による、アップリンク送信機会（ＴＸＯＰ：transmission opportunity）の切り詰めを回
避するために、ｅＮＢは、アップリンク許可が２つ以上の開始ポイントに対して有効であ
ることをＵＥに通知し得る。
【０００８】
　[0008]一態様では、ワイヤレス通信の方法は、第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンク
リソースをユーザ機器（ＵＥ）に対して割り振るために、第１の周波数（Ｆ１）上で送信
されるべきアップリンク（ＵＬ）許可内に設定するためのリッスンビフォアトーク（ＬＢ
Ｔ）インジケーションのタイプを発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって決定することを含む
。加えて、方法は、Ｆ２上の潜在的ダウンリンク送信と関連付けられた条件に対応するよ
うにＵＬ許可内のＬＢＴインジケーションをｅＮＢによって設定することと、ＵＬ許可を
時間ＴにおいてＵＥに、ｅＮＢによって送信することとを含む。
【０００９】
　[0009]別の態様では、ワイヤレス通信装置は、第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンク
リソースをユーザ機器（ＵＥ）に対して割り振るために、第１の周波数（Ｆ１）上で送信
されるべきアップリンク（ＵＬ）許可内に設定するためのリッスンビフォアトーク（ＬＢ
Ｔ）インジケーションのタイプを発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって決定するための手段
を有する。装置はまた、Ｆ２上の潜在的ダウンリンク送信と関連付けられた条件に対応す
るようにＵＬ許可内のＬＢＴインジケーションをｅＮＢによって設定するための手段と、
ＵＬ許可を時間ＴにおいてＵＥに、ｅＮＢによって送信するための手段とを有する。
【００１０】
　[0010]別の態様では、ワイヤレス通信装置は、第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンク
リソースをユーザ機器（ＵＥ）に対して割り振るために、第１の周波数（Ｆ１）上で送信
されるべきアップリンク（ＵＬ）許可内に設定するためのリッスンビフォアトーク（ＬＢ
Ｔ）インジケーションのタイプを発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって決定するように構成
された少なくとも１つのコンピュータプロセッサを含む。プロセッサはまた、Ｆ２上の潜
在的ダウンリンク送信と関連付けられた条件に対応するようにＵＬ許可内のＬＢＴインジ
ケーションをｅＮＢによって設定することと、ＵＬ許可を時間ＴにおいてＵＥに、ｅＮＢ
によって送信することとを行うように構成される。さらに、本装置は、少なくとも１つの
コンピュータプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリを有する。
【００１１】
　[0011]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されたコンピュータプロ
グラムは、少なくとも１つのコンピュータに、第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンクリ
ソースをユーザ機器（ＵＥ）に対して割り振るために、第１の周波数（Ｆ１）上で送信さ
れるべきアップリンク（ＵＬ）許可内に設定するためのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ
）インジケーションのタイプを発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって決定させるためのプロ
グラムコードを含む。プログラムコードはまた、少なくとも１つのコンピュータに、Ｆ２
上の潜在的ダウンリンク送信と関連付けられた条件に対応するようにＵＬ許可内のＬＢＴ
インジケーションをｅＮＢによって設定することと、ＵＬ許可を時間ＴにおいてＵＥに、
ｅＮＢによって送信することとを行わせる。
【００１２】
　[0012]別の態様では、ワイヤレス通信の方法は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送
信されたアップリンク（ＵＬ）許可を、第１の周波数（Ｆ１）上でユーザ機器（ＵＥ）に
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よって受信することを含み、ＵＬ許可は第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンクリソース
をＵＥに対して割り振る。加えて、方法は、ＵＬ許可内のリッスンビフォアトーク（ＬＢ
Ｔ）インジケーションのタイプを決定することと、決定されたタイプのＬＢＴインジケー
ションに従ってＦ２にアクセスすることと、ＵＬ許可に従ってＦ２上でＵＬ送信を実行す
ることとを含む。
【００１３】
　[0013]別の態様では、ワイヤレス通信装置は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送信
されたアップリンク（ＵＬ）許可を、第１の周波数（Ｆ１）上でユーザ機器（ＵＥ）によ
って受信するための手段を有し、ＵＬ許可は第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンクリソ
ースをＵＥに対して割り振る。装置はまた、ＵＬ許可内のリッスンビフォアトーク（ＬＢ
Ｔ）インジケーションのタイプを決定するための手段と、決定されたタイプのＬＢＴイン
ジケーションに従ってＦ２にアクセスするための手段と、ＵＬ許可に従ってＦ２上でＵＬ
送信を実行するための手段とを有する。
【００１４】
　[0014]別の態様では、ワイヤレス通信装置は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送信
されたアップリンク（ＵＬ）許可を、第１の周波数（Ｆ１）上でユーザ機器（ＵＥ）によ
って受信するように構成された少なくとも１つのプロセッサを有し、ＵＬ許可は第２の周
波数（Ｆ２）上でアップリンクリソースをＵＥに対して割り振る。少なくとも１つのプロ
セッサはまた、ＵＬ許可内のリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーションのタイ
プを決定することと、決定されたタイプのＬＢＴインジケーションに従ってＦ２にアクセ
スすることと、ＵＬ許可に従ってＦ２上でＵＬ送信を実行することとを行うように構成さ
れる。さらに、本装置は、少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメ
モリを有する。
【００１５】
　[0015]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されたコンピュータプロ
グラムは、少なくとも１つのコンピュータに、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送信さ
れたアップリンク（ＵＬ）許可を、第１の周波数（Ｆ１）上でユーザ機器（ＵＥ）によっ
て受信させるためのプログラムコードを含み、ＵＬ許可は第２の周波数（Ｆ２）上でアッ
プリンクリソースをＵＥに対して割り振る。プログラムコードはまた、少なくとも１つの
コンピュータに、ＵＬ許可内のリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーションのタ
イプを決定することと、決定されたタイプのＬＢＴインジケーションに従ってＦ２にアク
セスすることと、ＵＬ許可に従ってＦ２上でＵＬ送信を実行することとを行わせる。
【００１６】
　[0016]別の態様では、ワイヤレス通信の方法は、アップリンク（ＵＬ）許可が、少なく
とも第１の開始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であるこ
とを、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によってユーザ機器（ＵＥ）に示すことを含む。加えて
、方法は、ＵＬ許可をＵＥにｅＮＢによって送信することと、ＵＬ送信を第１の開始位置
においてＵＥから受信することをｅＮＢによって試みることとを含む。方法はまた、ＵＬ
送信を第１の開始位置において受信する試みが成功しなかったとｅＮＢによって決定する
ことを備える。方法は、ｅＮＢによって、およびＵＬ送信を第１の開始位置において受信
する試みが成功しなかったと決定したことに応答して、ＵＬ送信を第２の開始位置におい
てＵＥから受信することを試みることをさらに備える。
【００１７】
　[0017]別の態様では、ワイヤレス通信装置は、アップリンク（ＵＬ）許可が、少なくと
も第１の開始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であること
を、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によってユーザ機器（ＵＥ）に示すための手段を有する。
加えて、装置は、ＵＬ許可をＵＥにｅＮＢによって送信するための手段と、ＵＬ送信を第
１の開始位置においてＵＥから受信することをｅＮＢによって試みるための手段とを有す
る。装置はまた、ＵＬ送信を第１の開始位置において受信する試みが成功しなかったとｅ
ＮＢによって決定するための手段を有する。装置は、ｅＮＢによって、およびＵＬ送信を
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第１の開始位置において受信する試みが成功しなかったと決定したことに応答して、ＵＬ
送信を第２の開始位置においてＵＥから受信することを試みるための手段をさらに有する
。
【００１８】
　[0018]別の態様では、ワイヤレス通信装置は、アップリンク（ＵＬ）許可が、少なくと
も第１の開始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であること
を、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によってユーザ機器（ＵＥ）に示すように構成された少な
くとも１つのプロセッサを有する。加えて、プロセッサは、ＵＬ許可をＵＥにｅＮＢによ
って送信することと、ＵＬ送信を第１の開始位置においてＵＥから受信することをｅＮＢ
によって試みることとを行うように構成される。少なくとも１つのプロセッサはまた、Ｕ
Ｌ送信を第１の開始位置において受信する試みが成功しなかったとｅＮＢによって決定す
るように構成される。少なくとも１つのプロセッサは、ｅＮＢによって、およびＵＬ送信
を第１の開始位置において受信する試みが成功しなかったと決定したことに応答して、ア
ップリンク送信を第２の開始位置においてＵＥから受信することを試みるようにさらに構
成される。さらに、本装置は、少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つ
のメモリを有する。
【００１９】
　[0019]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されたコンピュータプロ
グラムは、少なくとも１つのコンピュータに、アップリンク（ＵＬ）許可が、少なくとも
第１の開始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であることを
、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によってユーザ機器（ＵＥ）に示させるためのプログラムコ
ードを含む。加えて、プログラムコードは、少なくとも１つのコンピュータに、ＵＬ許可
をＵＥにｅＮＢによって送信することと、ＵＬ送信を第１の開始位置においてＵＥから受
信することをｅＮＢによって試みることとを行わせる。プログラムコードはまた、少なく
とも１つのコンピュータに、ＵＬ送信を第１の開始位置において受信する試みが成功しな
かったとｅＮＢによって決定させる。さらに、プログラムコードは、少なくとも１つのコ
ンピュータに、ｅＮＢによって、およびＵＬ送信を第１の開始位置において受信する試み
が成功しなかったと決定したことに応答して、アップリンク送信を第２の開始位置におい
てＵＥから受信することを試みさせる。
【００２０】
　[0020]別の態様では、ワイヤレス通信の方法は、アップリンク（ＵＬ）許可を発展型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）からユーザ機器（ＵＥ）によって受信することと、ＵＬ許可が、第１の
開始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であることのインジ
ケーションを、ＵＥによってｅＮＢから受信することとを含む。加えて、方法は、第１の
開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得することをＵＥによ
って試みることと、第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時
に獲得する試みが成功しなかったとＵＥによって決定することとを含む。方法はまた、Ｕ
Ｅによって、および第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時
に獲得する試みが成功しなかったと決定したことに応答して、第２の開始位置を使用して
ＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得することを試みることを含む。
【００２１】
　[0021]別の態様では、ワイヤレス通信装置は、アップリンク（ＵＬ）許可を発展型ノー
ドＢ（ｅＮＢ）からユーザ機器（ＵＥ）によって受信するための手段と、ＵＬ許可が、第
１の開始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であることのイ
ンジケーションを、ＵＥによってｅＮＢから受信するための手段とを有する。加えて、装
置は、第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得するこ
とをＵＥによって試みるための手段と、第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するた
めにチャネルを適時に獲得する試みが成功しなかったとＵＥによって決定するための手段
とを有する。さらに、装置は、ＵＥによって、および第１の開始位置を使用してＵＬ送信
を実行するためにチャネルを適時に獲得する試みが成功しなかったと決定したことに応答
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して、第２の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得するこ
とを試みるための手段を有する。
【００２２】
　[0022]別の態様では、ワイヤレス通信装置は、アップリンク（ＵＬ）許可を発展型ノー
ドＢ（ｅＮＢ）からユーザ機器（ＵＥ）によって受信することと、ＵＬ許可が、第１の開
始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であることのインジケ
ーションを、ＵＥによってｅＮＢから受信することとを行うように構成された少なくとも
１つのプロセッサを有する。加えて、少なくとも１つのプロセッサは、第１の開始位置を
使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得することをＵＥによって試みる
ことと、第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得する
試みが成功しなかったとＵＥによって決定することとを行うように構成される。少なくと
も１つのプロセッサはまた、ＵＥによって、および第１の開始位置を使用してＵＬ送信を
実行するためにチャネルを適時に獲得する試みが成功しなかったと決定したことに応答し
て、第２の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得すること
を試みるように構成される。
【００２３】
　[0023]別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶されたコンピュータプロ
グラムは、少なくとも１つのコンピュータに、アップリンク（ＵＬ）許可を発展型ノード
Ｂ（ｅＮＢ）からユーザ機器（ＵＥ）によって受信することと、ＵＬ許可が、第１の開始
位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であることのインジケー
ションを、ＵＥによってｅＮＢから受信することとを行わせるためのプログラムコードを
含む。加えて、プログラムコードは、少なくとも１つのコンピュータに、第１の開始位置
を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得することをＵＥによって試み
ることと、第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得す
る試みが成功しなかったとＵＥによって決定することとを行わせる。プログラムコードは
また、少なくとも１つのコンピュータに、ＵＥによって、および第１の開始位置を使用し
てＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得する試みが成功しなかったと決定した
ことに応答して、第２の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に
獲得することを試みさせる。
【００２４】
　[0024]上記は、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本開
示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、追加の特徴およ
び利点が説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するため
の他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価
な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特性、そ
れらの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明
を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のために提供されるも
のであり、特許請求の範囲の限定の定義として提供されるものではない。
【００２５】
　[0025]以下の図面を参照することにより、本開示の本質および利点のより一層の理解が
実現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有する場
合がある。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同
様の構成要素の間を区別する第２のラベルとを続けることによって区別される場合がある
。第１の参照ラベルだけが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラ
ベルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適
用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】[0026]様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２Ａ】[0027]様々な実施形態による、無認可スペクトルの中でＬＴＥ（登録商標）を
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使用するための展開シナリオの例を示す図。
【図２Ｂ】[0028]様々な実施形態による、無認可スペクトルの中でＬＴＥを使用するため
の展開シナリオの別の例を示す図。
【図３】[0029]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワ
イヤレス通信の一例を示す図。
【図４】[0030]本開示の様々な態様による、競合ベース共有無線周波数スペクトル帯域へ
のアクセスを求めて競合するときに送信装置によって実行されるＣＣＡプロシージャの一
例を示す図。
【図５】[0031]本開示の様々な態様による、競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域
にアクセスするために競合するとき、送信装置によって実行される拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ
）手順の一例を示す図。
【図６】[0032]図１の複数の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢおよ
び複数のＵＥのうちの１つであり得るＵＥの設計のブロック図。
【図７】[0033]本開示の態様を実装するために実行される例示的なブロックを示すブロッ
ク図。
【図８】[0034]本開示の態様を実装するために実行される例示的なブロックを示すブロッ
ク図。
【図９Ａ】[0035]本開示の態様を実装するために実行される例示的なブロックを示すブロ
ック図。
【図９Ｂ】[0036]本開示の態様を実装するために実行される例示的なブロックを示すブロ
ック図。
【図１０Ａ】[0037]本開示の一態様に従って構成されたＵＥを示すブロック図。
【図１０Ｂ】[0038]本開示の一態様に従って構成されたｅＮＢを示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　[0039]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本開示の範囲を限定するものではない。むしろ、発明を実施するた
めの形態は、本発明の主題の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。これらの具
体的な詳細は、あらゆる場合において必要とされるとは限らないこと、および場合によっ
ては、よく知られている構造および構成要素は、提示を明快にするためにブロック図の形
式で示されることが、当業者には明らかであろう。
【００２８】
　[0040]無認可無線周波数スペクトル帯域がワイヤレス通信システム上での競合ベースの
通信の少なくとも一部分のために使用される技法について説明する。いくつかの例では、
競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）通信またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）通信のために使用され得る。競合ベース
の無線周波数スペクトル帯域は、非競合認可無線周波数スペクトル帯域と組み合わせて、
またはそれとは無関係に使用され得る。いくつかの例では、競合ベースの無線周波数スペ
クトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域が、少なくとも部分的に、ＷｉＦｉ（登録商標
）使用などの無認可使用のために利用可能であるので、デバイスもまたアクセスを求めて
競合する必要があることがある無線周波数スペクトル帯域であり得る。
【００２９】
　[0041]認可無線周波数スペクトル帯域を使用するセルラーネットワークにおいてデータ
トラフィックが増加しているので、無認可帯域内などの競合ベースの共有無線周波数スペ
クトル帯域への少なくとも一部のデータトラフィックのオフロードは、セルラー事業者（
たとえば、公衆陸上移動体ネットワーク（ＰＬＭＮ）またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークなどのセルラーネットワークを定義する基地局の協調させられたセットの事業者）に
拡張されたデータ送信容量のための機会を与え得る。上述のように、無認可スペクトルな
どの競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上で通信する前に、デバイスは、共有無
線周波数スペクトル帯域へのアクセスを獲得するためにＬＢＴ手順を実行し得る。そのよ
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うなＬＢＴ手順は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であるかどう
かを決定するために、ＣＣＡ手順（または拡張ＣＣＡ手順）を実行することを含み得る。
競合ベースの無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用可能であると決定されたとき、
チャネル予約信号（たとえば、ＣＵＢＳ）が、チャネルを予約するために送信され得る。
チャネルが利用可能ではないと決定されると、ＣＣＡ手順（または、拡張ＣＣＡ手順）が
、もっと後の時間においてチャネルに対して再び実行され得る。
【００３０】
　[0042]基地局および／またはＵＥが競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域上で送
信可能な複数のアンテナポートを含むとき、異なるアンテナポートからの送信は、送信さ
れた信号間の相関によって互に干渉する場合がある。競合ベースの共有無線周波数スペク
トル帯域のチャネルを予約するために使用されるチャネル予約信号の場合、送信された信
号間の相関による干渉の低減は、チャネルを予約するために良好な検出能力を与えるため
、ならびに不必要にチャネルを予約することになるおよび他のデバイスがそのチャネルを
使用するのを防止することになる誤検出を防止するために重要であり得る。異なるアンテ
ナからの信号の相互相関または単一のアンテナからの信号の自己相関によるそのような干
渉を低減するために、基地局またはＵＥは、チャネル予約信号のシーケンスを送信するア
ンテナポートと関連付けられたアンテナポート識別子に少なくとも部分的に基づいてシー
ケンスを生成し得る。このようにして、チャネル予約信号の相関が低減され、それによっ
て信号送信の検出能力を改善し、競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域のチャネル
のより効果的でより正確な予約をもたらすことができる。
【００３１】
　[0043]言い換えれば、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルを予約するために使
用されるチャネル予約信号の場合、チャネル予約信号は、チャネル予約が、共有無線周波
数スペクトル帯域へのアクセスを試行している他のデバイスによって容易に検出され得る
ように、誤認警報を低減するために良好な検出性を伴って構成されるべきである。したが
って、チャネル予約信号シーケンスは、良好な自己相関特性と近隣基地局からのシーケン
スとの良好な相互相関特性とを有するべきである。たとえば、１次同期信号（ＰＳＳ）、
２次同期信号（ＳＳＳ）および／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）は、
良好な自己相関特性または競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域内の異なる基地局
間の良好な相互相関特性を有さない場合がある。したがって、チャネル予約信号シーケン
スは、良好な自己相関と相互相関特性をもたらすためにアンテナポート識別子に少なくと
も部分的に基づいて構成されるべきである。
【００３２】
　[0044]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明される
要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に、様々な手順また
は構成要素を、省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明される方法は、説明され
る順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加され、省略され、または組み
合わされ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例では組み合わされ
得る。
【００３３】
　[0045]図１は、本開示の様々な態様による、例示的なワイヤレス通信システム１００の
図である。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネッ
トワーク１３０とを含み得る。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセス許可、
トラッキング、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性、および他のアクセス機能、ル
ーティング機能、またはモビリティ機能を提供し得る。基地局１０５は、バックホールリ
ンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェース
し得、ＵＥ１１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、ま
たは基地局コントローラ（図示されず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１
０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（
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たとえば、Ｘ２など）を介して他の基地局１０５と直接または間接的に（たとえば、コア
ネットワーク１３０を通じて）通信し得る。
【００３４】
　[0046]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスに通信することができる。基地局１０５サイトのそれぞれは、それぞれの地理的カバ
レージエリア１１０の通信カバレージを提供することができる。いくつかの例では、基地
局１０５は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、
ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局１０５のための地理的カ
バレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分を構成するセクタ（図示せず）に分
割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば
、マクロ基地局またはスモールセル基地局）を含み得る。異なる技術のための重複する地
理的カバレージエリア１１０があり得る。
【００３５】
　[0047]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワークを含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）と
いう用語は、基地局１０５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、ＵＥ１１５を表
すために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々
な地理的領域にカバレージを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。
たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、または他のタイ
プのセルに通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、状況に応じて、基地局
、基地局に関連付けられたキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアも
しくは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を記述するために使用され得
る３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００３６】
　[0048]マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）を
カバーし得、ネットワーク事業者のサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを
可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、同じまたは異なる（たとえば、
認可、無認可などの）無線周波数スペクトル帯域内でマクロセルとして動作し得る低電力
基地局であり得る。スモールセルは、様々な例によると、ピコセルとフェムトセルとマイ
クロセルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワ
ークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フ
ェムトセルも、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセ
ルとの関連付けを有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscri
ber group）の中のＵＥ、自宅の中のユーザ向けのＵＥなど）による制限付きアクセスを
提供し得る。マクロセル用のｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセ
ル用のｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮ
Ｂと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数（たとえば、２つ、３つ、４つなど
）のセル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００３７】
　[0049]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートしても
よい。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局から
の送信は時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、基地局は、異なるフレームタイ
ミングを有し得、異なる基地局からの送信は、時間的に整合されない場合がある。本明細
書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使われ得る。
【００３８】
　[0050]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプ
レーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイ
ヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤが、論理チャ
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ネルを介して通信するためにパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実施し得
る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤが、優先度処理と、トランスポートチャネルへの
論理チャネルの多重化とを実施し得る。ＭＡＣレイヤはまた、ＭＡＣレイヤにおける再送
信を行ってリンク効率を改善するために、ハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得る
。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、ユーザプレーン
データのために無線ベアラをサポートする、ＵＥ１１５と基地局１０５またはコアネット
ワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立と、構成と、保守とを行い得る。物理（ＰＨＹ）
レイヤにおいて、トランスポートチャネルは、物理チャネルにマッピングされ得る。
【００３９】
　[0051]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散されてよく、
各ＵＥ１１５は、固定式または移動式であってよい。ＵＥ１１５はまた、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバ
イルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
適切な用語を含み得るか、あるいは当業者によってそのように呼ばれることがある。ＵＥ
１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通
信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュー
タ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは
、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局
およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【００４０】
　[0052]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、基地局１０５か
らＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信、またはＵＥ１１５から基地局１０５へのア
ップリンク（ＵＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれるこ
ともあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。いくつかの例で
は、ＵＬ送信はアップリンク制御情報の送信を含み得、アップリンク制御情報はアップリ
ンク制御チャネル（たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical u
plink control channel）または拡張ＰＵＣＣＨ（ｅＰＵＣＣＨ））を介して送信され得
る。アップリンク制御情報は、たとえば、ダウンリンク送信の肯定応答もしくは否定応答
、またはチャネル状態情報を含み得る。アップリンク送信はデータの送信をも含み得、デ
ータは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）または拡張ＰＵＳＣＨ（ｅＰＵＳ
ＣＨ）を介して送信され得る。また、アップリンク送信は、サウンディング基準信号（Ｓ
ＲＳ：sounding reference signal）または拡張ＳＲＳ（ｅＳＲＳ）、（たとえば、デュ
アル接続性モード、または図２Ａおよび図２Ｂを参照しながら説明されるスタンドアロン
モードでの）物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access cha
nnel）または拡張ＰＲＡＣＨ（ｅＰＲＡＣＨ）、あるいは（たとえば、図２Ａおよび図２
Ｂを参照しながら説明されるスタンドアロンモードでの）スケジューリング要求（ＳＲ：
scheduling request）または拡張ＳＲ（ｅＳＲ）の送信を含み得る。ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、ＰＲＡＣＨ、ＳＲＳ、またはＳＲへの本開示における言及は、それぞれのｅＰＵＣ
ＣＨ、ｅＰＵＳＣＨ、ｅＰＲＡＣＨ、ｅＳＲＳ、またはｅＳＲへの言及を本質的に含むと
仮定される。
【００４１】
　[0053]いくつかの例では、各通信リンク１２５は１つまたは複数のキャリアを含み得、
ここで、各キャリアは、上記で説明された様々な無線技術に従って変調された複数のサブ
キャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信号
は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルな
ど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周波
数領域複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば、対スペクトルリソースを使用して）、
または時間領域複信（ＴＤＤ）動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使
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用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ動作用のフレーム構造（たとえば、フレーム構
造タイプ１）およびＴＤＤ動作用のフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）が
定義され得る。
【００４２】
　[0054]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの態様では、基地局１０５またはＵＥ
１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するために、ア
ンテナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追加または代替
として、基地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送する
複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）技法を採用し得る。
【００４３】
　[0055]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）またはマルチキャリア
動作と呼ばれることがある特徴をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア
（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネン
トキャリア」、「セル」、および「チャネル」という用語は、本明細書で互換的に使用さ
れ得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣお
よび１つまたは複数のアップリンクＣＣを用いて構成され得る。キャリアアグリゲーショ
ンは、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方を用いて使
用され得る。
【００４４】
　[0056]ワイヤレス通信システム１００は、同じくまたは代替的に、非競合認可無線周波
数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な認可無線周波
数スペクトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域が、特定の使用のために特定のユーザ
に認可されているので、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合しないことがある
、無線周波数スペクトル帯域）または競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域（たと
えば、無線周波数スペクトル帯域が、ＷｉＦｉ使用など、無認可使用のために利用可能で
あるので、送信装置がそれのためにアクセスを求めて競合する必要があり得る、無認可無
線周波数スペクトル帯域）上での動作をサポートし得る。競合ベースの共有無線周波数ス
ペクトル帯域へのアクセスの争いに勝つと、送信装置（たとえば、基地局１０５またはＵ
Ｅ１１５）は、無認可無線周波数スペクトル帯域上で１つまたは複数のチャネル予約信号
（たとえば、１つまたは複数のＣＵＢＳ）を送信し得る。チャネル予約信号は、検出可能
なエネルギーを無認可無線周波数スペクトル帯域上に供給することによって、無認可無線
周波数スペクトルを予約するように働き得る。チャネル予約信号はまた、送信装置および
／または送信アンテナを識別するように働き、あるいは送信装置と受信装置とを同期させ
るように働き得る。いくつかの例では、チャネル予約信号送信は、シンボル期間境界（た
とえば、ＯＦＤＭシンボル期間境界）において開始し得る。他の例では、ＣＵＢＳ送信は
シンボル期間境界の間に開始し得る。
【００４５】
　[0057]図１に示されている構成要素の数および構成は、一例として与えられている。実
際には、ワイヤレス通信システム１００は、図１に示されているもの以外に、追加のデバ
イス、より少数のデバイス、異なるデバイス、または別様に構成されたデバイスを含み得
る。追加または代替として、ワイヤレス通信システム１００のデバイスのセット（たとえ
ば、１つまたは複数のデバイス）は、ワイヤレス通信システム１００のデバイスの別のセ
ットによって実行されるものとして説明される１つまたは複数の機能を実行し得る。
【００４６】
　[0058]次に図２Ａを参照すると、図２００は、補足ダウンリンクモード（たとえば、ラ
イセンス補助アクセス（ＬＡＡ）モード）の例と、競合ベースの共有スペクトルに拡張さ
れたＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡをサポートするＬＴＥネットワークのためのキャリアアグリゲー
ションモードの例とを示している。図２００は、図１のシステム１００の部分の一例とす
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ることができる。その上、基地局１０５－ａは図１の基地局１０５の一例であり得、ＵＥ
１１５－ａは図１のＵＥ１１５の例であり得る。
【００４７】
　[0059]図２００中の補足ダウンリンクモード（たとえば、ＬＡＡモード）の例では、基
地局１０５－ａは、ダウンリンク２０５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号
を送信し得る。ダウンリンク２０５は無認可スペクトル中の周波数Ｆ１に関連付けられる
。基地局１０５－ａは、ＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａに双方向リンク２１０
を使用して送信し得、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号をそのＵＥ１１５－ａから双方向リンク２
１０を使用して受信し得る。双方向リンク２１０は認可スペクトル中の周波数Ｆ４に関連
付けられる。無認可スペクトル中のダウンリンク２０５および認可スペクトル中の双方向
リンク２１０は、コンカレントに動作し得る。ダウンリンク２０５は、基地局１０５－ａ
に対してダウンリンク容量オフロードを提供し得る。いくつかの実施形態では、ダウンリ
ンク２０５は、ユニキャストサービス（たとえば、１つのＵＥにアドレス指定される）サ
ービスまたはマルチキャストサービス（たとえば、いくつかのＵＥにアドレス指定される
）に使用され得る。このシナリオは、認可スペクトルを使用しトラフィックおよび／また
はシグナリングの混雑のうちの一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバイダ（
たとえば、従来のモバイルネットワークオペレータすなわちＭＮＯ）に対して生じ得る。
【００４８】
　[0060]図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの１つの例では、基地局１０
５－ａは、ＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａへ双方向リンク２１５を使用して送信し
得、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａから双方向リンク２１５を使用して受
信し得る。双方向リンク２１５は無認可スペクトル中の周波数Ｆ１に関連付けられる。基
地局１０５－ａはまた、双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ
通信信号を送信し得、双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤ
ＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２２０は認可スペクトル中の周波数Ｆ２に関連
付けられる。双方向リンク２１５は、基地局１０５－ａに対してダウンリンクおよびアッ
プリンクの容量オフロードを提供し得る。上記で説明した補足ダウンリンク（たとえば、
ＬＡＡモード）のように、このシナリオは、認可スペクトルを使用しトラフィックおよび
／またはシグナリングの混雑のうちの一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバ
イダ（たとえば、ＭＮＯ）に対して生じる場合がある。
【００４９】
　[0061]図２００中のキャリアアグリゲーションモードの別の例では、基地局１０５－ａ
は、双方向リンク２２５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、双
方向リンク２２５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得
る。双方向リンク２２５は無認可スペクトル中の周波数Ｆ３に関連付けられる。基地局１
０５－ａはまた、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信
号を送信し得、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通
信信号を受信し得る。双方向リンク２３０は認可スペクトル中の周波数Ｆ２に関連付けら
れる。双方向リンク２２５は、基地局１０５－ａに対してダウンリンクおよびアップリン
クの容量オフロードを提供し得る。本例および上記で提供された例は、例示を目的として
提示されており、容量オフロードのために競合ベースの共有スペクトルを用いるＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａと用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとを組み合わせる他の同様のモードの動作また
は展開のシナリオがあり得る。
【００５０】
　[0062]上記で説明されたように、競合ベースのスペクトルに拡張されたＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａを使用することによって提供される容量オフロードから恩恵を受け得る一般的なサー
ビスプロバイダは、ＬＴＥスペクトルを用いる旧来のＭＮＯである。これらのサービスプ
ロバイダの場合、動作構成は、非競合スペクトル上のＬＴＥ１次コンポーネントキャリア
（ＰＣＣ）と競合ベースのスペクトル上のＬＴＥ２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）
とを使用するブートストラップモード（たとえば、補足ダウンリンク（たとえば、ＬＡＡ
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モード）、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００５１】
　[0063]補足ダウンリンクモードにおいて、競合ベースのスペクトルに拡張されたＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａに対する制御は、ＬＴＥアップリンク（たとえば、双方向リンク２１０のア
ップリンク部）を介して移送され得る。ダウンリンク容量オフロードを提供する理由の１
つは、ダウンリンク消費によってデータ需要が大幅に高められるからである。その上、こ
のモードでは、ＵＥは無認可スペクトルの中で送信していないので、規制影響（regulato
ry impact）がない場合がある。ＵＥ上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen-befo
re-talk）またはキャリアセンス多重接続（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple access）
要件を実施する必要はない。しかしながら、ＬＢＴは、たとえば、周期的（たとえば、１
０ミリ秒ごと）なクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）および／または無線フレーム境
界に揃えられたｇｒａｂ－ａｎｄ－ｒｅｌｉｎｑｕｉｓｈメカニズムを使用することによ
って、基地局（たとえば、ｅＮＢ）上で実施され得る。
【００５２】
　[0064]キャリアアグリゲーションモードでは、ＬＴＥ（たとえば、双方向リンク２１０
、２２０、および２３０）においてデータおよび制御が通信され得、一方で、競合ベース
の共有スペクトルに拡張されたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ（たとえば、双方向リンク２１５およ
び２２５）においてデータが通信され得る。競合ベースの共有スペクトルに拡張されたＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａを使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハ
イブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、
またはコンポーネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアア
グリゲーションに該当し得る。
【００５３】
　[0065]図２Ｂは、競合ベースの共有スペクトルに拡張されたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに対す
るスタンドアロンモードの一例を示す図２００－ａを示す。図２００－ａは図１のシステ
ム１００の部分の一例であり得る。その上、基地局１０５－ｂは、図１の基地局１０５お
よび図２Ａの基地局１０５－ａの一例であり得、一方、ＵＥ１１５－ｂは、図１のＵＥ１
１５および図２ＡのＵＥ１１５－ａの一例であり得る。
【００５４】
　[0066]図２００－ａにおけるスタンドアロンモードの一例では、基地局１０５－ｂは、
ＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ｂへ双方向リンク２４０を使用して送信し得、ＳＣ－
ＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ｂから双方向リンク２４０を使用して受信し得る。双方
向リンク２４０は、図２Ａに関して上記で説明された競合ベースの共有スペクトル中の周
波数Ｆ３に関連付けられる。スタンドアロンモードは、スタジアム内アクセス（たとえば
、ユニキャスト、マルチキャスト）などの、非従来型のワイヤレスアクセスシナリオにお
いて使用され得る。この動作モードの典型的なサービスプロバイダの一例は、競技場の所
有者、ケーブルテレビ会社、イベント主催者、ホテル、企業、および免許帯域を有しない
大企業であり得る。これらのサービスプロバイダの場合、スタンドアロンモードのための
動作構成は競合ベースのスペクトル上のＰＣＣを使用し得る。その上、ＬＢＴは、基地局
とＵＥの両方で実施され得る。
【００５５】
　[0067]いくつかの例では、図１、図２Ａもしくは図２Ｂを参照しながら説明された基地
局１０５、もしくは１０５－ａのうちの１つ、または図１、図２Ａもしくは図２Ｂを参照
しながら説明されたＵＥ１１５、１１５－ａ、もしくは１１５－ｂのうちの１つのような
送信装置は、競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルへの（たとえば、無
認可無線周波数スペクトル帯域の物理チャネルへの）アクセスを得るためにゲーティング
間隔を使用し得る。いくつかの例では、ゲーティング間隔は周期的であり得る。たとえば
、周期的ゲーティング間隔は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線間隔の少なくとも１つの境界と同
期し得る。ゲーティング間隔は、欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ：European Telecom
munications Standards Institute）（ＥＮ３０１　８９３）において指定されているＬ



(16) JP 6971996 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

ＢＴプロトコルに少なくとも部分的に基づくＬＢＴプロトコルなど、競合ベースプロトコ
ルの適用を定義し得る。ＬＢＴプロトコルの適用を定義するゲーティング間隔を使用する
とき、ゲーティング間隔は、送信装置がクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）手順など
の競合手順（たとえば、ＬＢＴ手順）をいつ実行する必要があるかを示し得る。ＣＣＡ手
順の結果は、競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルが（ＬＢＴ無線フレ
ームとも呼ばれる）ゲーティング間隔に関して利用可能であるか使用中であるかを送信装
置に示し得る。チャネルが、対応するＬＢＴ無線フレームに利用可能である（たとえば、
使用のために「空いている」）ことをＣＣＡ手順が示すとき、送信装置は、ＬＢＴ無線フ
レームの一部または全部の間に競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルを
予約または使用し得る。チャネルが利用可能ではないこと（たとえば、チャネルが別の送
信装置によって使用中であるか、または予約されていること）をＣＣＡ手順が示すとき、
送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの間にチャネルを使用することを妨げられ得る。
【００５６】
　[0068]図２Ａおよび図２Ｂに示されているコンポーネントの数および配置は、例として
与えられている。実際には、ワイヤレス通信システム２００は、追加のデバイス、より少
数のデバイス、異なるデバイス、または図２Ａおよび図２Ｂに示されているものとは異な
るように配置されたデバイスを含み得る。
【００５７】
　[0069]図３は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した
ワイヤレス通信３１０の例３００の一例である。いくつかの例では、ＬＢＴ無線フレーム
３１５は、１０ミリ秒の持続時間を有し得、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム
３２０、いくつかのアップリンク（Ｕ）サブフレーム３２５、ならびに２つのタイプの特
殊サブフレーム、すなわち、Ｓサブフレーム３３０、およびＳ’サブフレーム３３５を含
み得る。Ｓサブフレーム３３０は、ダウンリンクサブフレーム３２０とアップリンクサブ
フレーム３２５との間の遷移をもたらし得、Ｓ’サブフレーム３３５は、アップリンクサ
ブフレーム３２５とダウンリンクサブフレーム３２０との間の遷移と、いくつかの例では
、ＬＢＴ無線フレーム間の遷移とをもたらし得る。
【００５８】
　[0070]Ｓ’サブフレーム３３５の間に、図１または図２を参照しながら説明された基地
局１０５、２０５、または２０５－ａのうちの１つまたは複数のような、１つまたは複数
の基地局によって、ワイヤレス通信３１０が生じる競合ベースの共有無線周波数スペクト
ル帯域のチャネルをある時間期間の間予約するために、ダウンリンククリアチャネルアセ
スメント（ＣＣＡ）手順３４５が実行され得る。基地局によるダウンリンクＣＣＡ手順３
４５の成功の後、基地局は、基地局がチャネルを予約したというインジケーションを他の
基地局または装置（たとえば、ＵＥ、ＷｉＦｉアクセスポイントなど）に提供するために
、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）（たとえば、ダウンリンクＣＵＢＳ（Ｄ－ＣＵ
ＢＳ３５０））などのプリアンブルを送信し得る。いくつかの例では、Ｄ－ＣＵＢＳ３５
０は、インターリーブされた複数のリソースブロックを使用して送信され得る。この方式
でＤ－ＣＵＢＳ３５０を送信することは、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０が、競合ベースの共有無線
周波数スペクトル帯域の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合を占有し、１つま
たは複数の規制上の要件（たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域を通じた送信が利
用可能な周波数帯域幅の少なくとも８０％を占有するという要件）を満たすことを可能に
し得る。Ｄ－ＣＵＢＳ３５０は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセル固有基準信
号（ＣＲＳ）またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の形態と同様の形態をと
り得る。ダウンリンクＣＣＡ手順３４５が失敗すると、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０が送信されな
いことがある。
【００５９】
　[0071]Ｓ’サブフレーム３３５は、複数のＯＦＤＭシンボル期間（たとえば、１４個の
ＯＦＤＭシンボル期間）を含み得る。Ｓ’サブフレーム３３５の第１の部分は、短縮され
たアップリンク（Ｕ）期間３４０として、いくつかのＵＥによって使用され得る。Ｓ’サ
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ブフレーム３３５の第２の部分は、ダウンリンクＣＣＡ手順３４５のために使われ得る。
Ｓ’サブフレーム３３５の第３の部分は、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０を送信するために競合ベー
スの共有無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスに対する競合に成功した１つ
または複数の基地局によって使用され得る。
【００６０】
　[0072]Ｓサブフレーム３３０中に、アップリンクＣＣＡ手順３６５が、ある時間期間の
間、ワイヤレス通信３１０が発生するチャネルを予約するために、図１、図２Ａまたは図
２Ｂを参照しながら上記で説明したＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、また
は２１５－ｃのうちの１つまたは複数など、１つまたは複数のＵＥによって実行され得る
。ＵＥによる成功したアップリンクＣＣＡ手順３６５の後、ＵＥは、ＵＥがチャネルを予
約したというインジケーションを他のＵＥまたは装置（たとえば、基地局、ＷｉＦｉアク
セスポイントなど）に提供するために、アップリンクＣＵＢＳ（Ｕ－ＣＵＢＳ３７０）な
どのプリアンブルを送信し得る。いくつかの例では、Ｕ－ＣＵＢＳ３７０は、インターリ
ーブされた複数のリソースブロックを使用して送信され得る。この方式でＵ－ＣＵＢＳ３
７０を送信することは、Ｕ－ＣＵＢＳ３７０が、競合ベースの無線周波数スペクトル帯域
の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合を占有し、１つまたは複数の規制上の要
件（たとえば、競合ベースの無線周波数スペクトル帯域を通じた送信が利用可能な周波数
帯域幅の少なくとも８０％を占有するという要件）を満たすことを可能にし得る。Ｕ－Ｃ
ＵＢＳ３７０は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳの
形態と同様の形態をとり得る。アップリンクＣＣＡ手順３６５が失敗すると、Ｕ－ＣＵＢ
Ｓ３７０が送信されないことがある。
【００６１】
　[0073]Ｓサブフレーム３３０は、複数のＯＦＤＭシンボル期間（たとえば、１４個のＯ
ＦＤＭシンボル期間）を含み得る。Ｓサブフレーム３３０の第１の部分は、短縮されたダ
ウンリンク（Ｄ）期間３５５としていくつかの基地局によって使用され得る。Ｓサブフレ
ーム３３０の第２の部分は、ガード期間（ＧＰ）３６０として使用され得る。Ｓサブフレ
ーム３３０の第３の部分は、アップリンクＣＣＡ手順３６５のために使用され得る。Ｓサ
ブフレーム３３０の第４の部分は、アップリンクパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ
）としてまたはＵ－ＣＵＢＳ３７０を送信するために競合ベースの無線周波数スペクトル
帯域のチャネルへのアクセスに対する競合に成功した１つまたは複数のＵＥによって使用
され得る。
【００６２】
　[0074]いくつかの例では、ダウンリンクＣＣＡ手順３４５またはアップリンクＣＣＡ手
順３６５は、単一のＣＣＡ手順の実行を含み得る。他の例では、ダウンリンクＣＣＡ手順
３４５またはアップリンクＣＣＡ手順３６５は、拡張されたＣＣＡ手順の実行を含み得る
。拡張ＣＣＡ手順は、ランダムな数のＣＣＡ手順を含み得、いくつかの例では、複数のＣ
ＣＡ手順を含み得る。
【００６３】
　[0075]上で示されたように、図３は例として提供される。他の例が可能であり、他の例
は図３に関連して説明されたものとは異なることがある。
【００６４】
　[0076]図４は、本開示の様々な態様による、競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯
域にアクセスするために競合するとき、送信装置によって実行されるＣＣＡ手順４１５の
一例４００の図である。いくつかの例では、ＣＣＡ手順４１５は、図３を参照しながら説
明したダウンリンクＣＣＡ手順３４５またはアップリンクＣＣＡ手順３６５の一例であり
得る。ＣＣＡ手順４１５は固定持続時間を有し得る。いくつかの例では、ＣＣＡ手順４１
５は、ＬＢＴフレームベース機器（ＬＢＴ－ＦＢＥ）プロトコル（たとえば、ＥＮ３０１
　８９３によって説明されるＬＢＴ－ＦＢＥプロトコル）に従って実行され得る。ＣＣＡ
手順４１５に続いて、ＣＵＢＳ４２０などのチャネル予約信号が送信され得、データ送信
（たとえば、アップリンク送信またはダウンリンク送信）が後続し得る。例として、デー
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タ送信は、４つのサブフレームの意図された持続時間４０５と、３つのサブフレームの実
際の持続時間４１０とを有し得る。
【００６５】
　[0077]上で示されたように、図４は例として提供される。他の例が可能であり、他の例
は図４に関連して説明されたものとは異なることがある。
【００６６】
　[0078]図５は、本開示の様々な態様による、競合ベースの共有無線周波数スペクトル帯
域にアクセスするために競合するとき、送信装置によって実行される拡張ＣＣＡ（ＥＣＣ
Ａ）手順５１５の一例５００の図である。いくつかの例では、ＥＣＣＡ手順５１５は、図
３を参照しながら説明したダウンリンクＣＣＡ手順３４５またはアップリンクＣＣＡ手順
３６５の一例であり得る。ＥＣＣＡ手順５１５は、ランダムな数のＣＣＡ手順を含み得、
いくつかの例では、複数のＣＣＡ手順を含み得る。したがって、ＥＣＣＡ手順５１５は、
可変の持続時間を有し得る。いくつかの例では、ＥＣＣＡ手順５１５は、ＬＢＴ負荷ベー
ス機器（ＬＢＴ－ＬＢＥ）プロトコル（たとえば、ＥＮ３０１　８９３によって説明され
るＬＢＴ－ＬＢＥプロトコル）に従って実行され得る。ＥＣＣＡ手順５１５は、競合ベー
スの共有無線周波数スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝つことのより高い可能
性をもたらし得るが、より短いデータ伝送の潜在的なコストをもたらし得る。ＥＣＣＡ手
順５１５に続いて、ＣＵＢＳ５２０など、チャネル予約信号が送信され、その後にデータ
送信が続き得る。例として、データ送信は、４つのサブフレームとしての意図された持続
時間５０５と、２つのサブフレームとしての実際の持続時間５１０とを有し得る。
【００６７】
　[0079]上で示されたように、図５は例として提供される。他の例が可能であり、他の例
は図５に関連して説明されたものとは異なることがある。
【００６８】
　[0080]図６は、図１の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１０５お
よび図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１１５の設計のブロック図を示す。ｅＮＢ１
０５はアンテナ６３４ａ～６３４ｔを装備し得、ＵＥ１１５はアンテナ６５２ａ～６５２
ｒを装備し得る。ｅＮＢ１０５において、送信プロセッサ６２０は、データソース６１２
からデータを受信し、コントローラ／プロセッサ６４０から制御情報を受信することがで
きる。制御情報は、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast cha
nnel）、物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control format 
indicator channel）、物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：physi
cal hybrid automatic repeat request indicator channel）、物理ダウンリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）などに対するものであり得
る。データは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared
 channel）などのためのものであり得る。送信プロセッサ６２０は、データシンボルと制
御シンボルとを取得するために、それぞれデータと制御情報とを処理（たとえば、符号化
およびシンボルマッピング）し得る。送信プロセッサ６２０はまた、たとえば、１次同期
信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、およびセル固有基準信号のための基準シンボ
ルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ６３０は、適用可能
な場合、データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理
（たとえば、プリコーディング）を実施し得、出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ
）６３２ａ～６３２ｔに与え得る。各変調器６３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのため
の）それぞれの出力シンボルストリームを処理して、出力サンプルストリームを取得し得
る。各変調器６３２はさらに、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリ
ームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバー
ト）し得る。変調器６３２ａ～６３２ｔからのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ６
３４ａ～６３４ｔを介して送信され得る。
【００６９】
　[0081]ＵＥ１１５において、アンテナ６５２ａ～６５２ｒは、ｅＮＢ１０５からダウン
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リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）６５４ａ～６５４ｒに
与え得る。各復調器６５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増
幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る。各復調器
６５４は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルをさらに処理して、受信シ
ンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器６５６は、すべての復調器６５４ａ～６５４ｒから
受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、
検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ６５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復
調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１１５のための復号されたデータをデータ
シンク６６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ６８０に与え得る
。
【００７０】
　[0082]アップリンク上では、ＵＥ１１５において、送信プロセッサ６６４が、データソ
ース６６２から（たとえば、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical upl
ink shared channel）のための）データを受信し、処理し得、コントローラ／プロセッサ
６８０から（たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink 
control channel）のための）制御情報を受信し、処理し得る。送信プロセッサ６６４は
また、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ６６４からのシンボ
ルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ６６６によってプリコードされ、さら
に（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）復調器６５４ａ～６５４ｒによって処理され
、ｅＮＢ１０５に送信され得る。ｅＮＢ１０５において、ＵＥ１１５からのアップリンク
信号は、アンテナ６３４によって受信され、変調器６３２によって処理され、適用可能な
場合はＭＩＭＯ検出器６３６によって検出され、さらに受信プロセッサ６３８によって処
理されて、ＵＥ１１５によって送られた復号されたデータおよび制御情報が取得され得る
。プロセッサ６３８は、復号されたデータをデータシンク６４６に与え、復号された制御
情報をコントローラ／プロセッサ６４０に与え得る。
【００７１】
　[0083]コントローラ／プロセッサ６４０および６８０は、それぞれｅＮＢ１０５におけ
る動作およびＵＥ１１５における動作を指示し得る。ｅＮＢ１０５におけるコントローラ
／プロセッサ６４０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説明
する技法のための様々なプロセスを実行するか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ１１
５におけるコントローラ／プロセッサ６８０ならびに／または他のプロセッサおよびモジ
ュールはまた、図８、図１０Ａ、図１０Ｂ、および図１２に示されている機能ブロック、
および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行するか、またはその
実行を指示し得る。メモリ６４２および６８２は、それぞれ、ｅＮＢ１０５およびＵＥ１
１５のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ６４４は、ダウ
ンリンクおよび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジューリング
し得る。
【００７２】
　[0084]ＵＥなどのデバイスは、信号の受信および／または送信に使用するために複数の
アンテナ（Ｎ）を有し得る。デバイスは、ＬＴＥ、ＷｉＦｉなどの特定の無線アクセス技
術（ＲＡＴ）のため、特定のキャリア周波数のため、またはその両方のために使用するた
めに、アンテナの使用と割当てとを分割する場合がある。たとえば、デバイスは、ＣＡの
場合に１つのキャリアに対して固定数のアンテナを使用してよく、またはデバイスがＷｉ
ＦｉとＬＴＥなどの他の技術の両方をサポートするときにＷｉＦｉに対して固定数のアン
テナを使用してもよい。一例では、ＵＥは４つのアンテナを有し、ＷｉＦｉ通信のために
アンテナのうちの２つを割り当て、ＬＴＥ通信のために２つのアンテナを割り当ててもよ
い。また、ＵＥなどのデバイスは、１つの技術または１つのキャリアのためのアンテナの
数を動的にまたは半静的に選択してもよい（アンテナ選択）。そのような動的なまたは半
静的な方式では、共有または選択は、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、基準信号受
信電力（ＲＳＲＰ）など、特定の測定結果によってトリガされ得る。
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【００７３】
　[0085]ＬＴＥなどの通信ネットワークは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）実装形態および
時分割多重化（ＴＤＭ）実装形態を有し得る。ＦＤＭ実装形態における共有オプションは
、異なるアンテナを実際に共有しているのではなく、アンテナを介して受信された周波数
スペクトルを共有するのである。たとえば、ＵＥは、異なるエアインターフェースに対し
てすべてのアンテナを同時に使用するためにダイプレクサ／スイッチを使用し得る。ダイ
プレクサ／スイッチは、不要な周波数をフィルタリングで除去することによってフィルタ
として働く。しかしながら、そのようなＦＤＭ共有方式では、一般的に、信号がフィルタ
リングされるときに信号強度においてかなりの損失が存在する。また、そのような損失は
、周波数帯域が高くなるにつれて増加する。ＴＤＭ実装形態は、実際には、各エアインタ
ーフェース／技術に対して別個のアンテナを使用するかまたは割り当てることができる。
したがって、そのようなエアインターフェース／技術を介する通信が使用されないとき、
使用されない通信に対して割り当てられたかまたは指定されたそのようなアンテナが、他
のエアインターフェース／技術と共有され得る。本開示の様々な態様は、ＴＤＭ実装形態
を使用する通信システムを対象とする。
【００７４】
　[0086]本開示のいくつかの態様によれば、ＵＥは、シンボル０内のＣＲＳの存在を検査
することによってサブフレームが有効なダウンリンク送信を有するかどうかをブラインド
検出することができる。たとえば、ワンショットＬＢＴは、シンボル０内の２５マイクロ
秒の持続時間の間に実行され得ることが想定される。ワンショットＬＢＴは、本明細書で
は、それがフルＣＣＡより持続時間が短いのでショートＬＢＴとも呼ばれる。ショートＬ
ＢＴはまた、フルＬＢＴより持続時間が短い任意のＬＢＴを指す。したがって、ＵＥによ
って実行され得る複数のタイプのＬＢＴがある。図７および図８を参照しながら以下でよ
り詳細に説明するように、ＵＬ送信のためにＵＥによって使用されるべき周波数上の継続
中のまたは最近のダウンリンク送信についてのｅＮＢの知識に基づいて、ＵＥが実行すべ
きタイプのＬＢＴがもしあればそのタイプのＬＢＴを、ｅＮＢはＵＥに示し得る。したが
って、チャネルが空いている可能性があることをｅＮＢが知るとき、ＵＥは、フルＣＣＡ
を回避することによってチャネルをより速やかに獲得すること、および／またはリソース
を節約することができる。
【００７５】
　[0087]送信機会（ＴＸＯＰ）はここで、マスタデバイスによる、および場合によっては
基本的アクセスメカニズムを使用してマスタデバイスによって開始された１つまたは複数
のスレーブデバイスによる、１つまたは複数の送信のシーケンスとして定義される。以下
でさらに詳細に検討するように、中断したＴＸＯＰは、ｅＮＢによって使用されない時間
が４ミリ秒の遅延の後にＴＸＯＰ内でＵＥによって使用され得ることを確実にするために
、ＬＡＡにおけるＵＬスケジューリング遅延に対応し得る。ＵＥがＵＬ許可の開始時間前
にチャネルを獲得することができない場合、ＵＥは、許可によって割り振られたサブフレ
ームのすべての上にトランジットすることはできないことがある。言い方を変えれば、Ｕ
ＥのＴＸＯＰは、ＴＸＯＰの終了点上の制限のため、およびアップリンク送信の開始点に
おいてアップリンク送信を開始するためにチャネルを適時に獲得することに失敗するため
に切り詰められることがある。しかしながら、図９Ａおよび図９Ｂを参照しながら以下で
より詳細に説明するように、半永久的許可は２つ以上の開始時間を有し、その各々は全長
のＴＸＯＰをもたらす終了時間を有し、それによりＵＥが、必要な場合、後の開始時間に
おいて送信を開始し、依然として全ＴＸＯＰを送信し得ることを、本開示は企図している
。
【００７６】
　[0088]図７を参照すると、ワイヤレス通信の方法は、ｅＮＢによって実行され得る。図
７の方法は、潜在的ダウンリンク送信と関連付けられた条件に対応するようにアップリン
ク許可内にＬＢＴインジケーションを設定するために、ｅＮＢによって搬送されるプロセ
スを表す。以下で説明するように、ＬＢＴインジケーションは、ＬＢＴなし、ワンショッ
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トＬＢＴ、ＵＥ決定、および／またはフルＣＣＡを示し、ＬＢＴインジケーションは、２
つ以上のタイプのＬＢＴおよび／または一連のタイプのＬＢＴを示し得る。
【００７７】
　[0089]ブロック７００において開始して、ｅＮＢは、第２の周波数（Ｆ２）上でアップ
リンクリソースをユーザ機器（ＵＥ）に対して割り振るために、第１の周波数（Ｆ１）上
で送信されるべきＵＬ許可内に設定するためのＬＢＴインジケーションのタイプを決定し
得る。インジケータは、フィールド、フラグ、ビット、または任意の他のタイプのインジ
ケータであり得ることが想定される。以下でより詳細に説明するように、ＬＢＴのタイプ
は、ＬＢＴなし、ワンショットＬＢＴ、ＵＥ決定、フルＣＣＡ、および／またはそれらの
組合せであり得ることが想定される。処理は、ブロック７００からブロック７０２に進み
得る。
【００７８】
　[0090]ブロック７０２において、ｅＮＢは、Ｆ２上の潜在的ダウンリンク送信と関連付
けられた条件に対応するように、ＵＬ許可内にＬＢＴインジケーションを設定し得る。た
とえば、条件は、時間ＴにおいてＦ２上で生じる潜在的ダウンリンク送信に対応し得るこ
とが想定され、ここで時間Ｔは、ＵＬ許可によってスケジュールされたＵＬ送信の開始に
対応する。代替または追加として、条件は、時間ＴpまでＦ２上で生じる潜在的ダウンリ
ンク送信に対応し得ることが想定され、ＴpはＴの前であり、ＴとＴpとの間の時間差分（
time delta）はしきい値より小さい。代替または追加として、条件は、所定の窓の間に生
じる潜在的ダウンリンク送信に対応し得ることが想定され、時間窓は時間Ｔと重複する。
さらに、潜在的ダウンリンク送信は、サービングｅＮＢもしくはｅＮＢのセットおよび／
またはＣｏＭＰセット内のリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）からＵＥおよび／または別の
ＵＥへの送信に対応し得る。またさらに、ＬＢＴのタイプは、条件が時間Ｔにおいて満た
されるならば第１のタイプのＬＢＴに、および条件が時間Ｔにおいて満たされないならば
第２のタイプのＬＢＴに対応し得る。たとえば、第１のタイプのＬＢＴインジケーション
はＬＢＴなし、ワンショットＬＢＴ、ショートＬＢＴ、および／またはＵＥ決定に対応し
、第２のタイプのＬＢＴインジケーションはフルＣＣＡに対応し得ることが想定される。
処理は、ブロック７０２からブロック７０４に進み得る。
【００７９】
　[0091]ブロック７０４において、ｅＮＢは、時間Ｔの間にＵＬ許可をＵＥに送信し得る
。代替または追加として、ｅＮＢは、図９Ａを参照しながら以下でより詳細に説明するよ
うに、１つまたは複数の開始時間においてＵＬ送信を受信し得る。代替的に、処理は終了
し得る。
【００８０】
　[0092]図８を参照すると、ワイヤレス通信の方法は、ＵＥによって実行され得る。図８
の方法は、アップリンク許可内に含まれるＬＢＴインジケーションに従ってＬＢＴを実行
するためにＵＥによって搬送されるプロセスを表す。上記で説明したように、ＬＢＴイン
ジケーションは、ＬＢＴなし、ワンショットＬＢＴ、ＵＥ決定、および／またはフルＣＣ
Ａを示し、ＬＢＴインジケーションは、２つ以上のタイプのＬＢＴおよび／または一連の
タイプのＬＢＴを示し得る。
【００８１】
　[0093]ブロック８００において開始して、ＵＥは、ｅＮＢによって送信されたＵＬ許可
をＦ１上で受信し得る。ＵＬ許可は、Ｆ２上でアップリンクリソースをＵＥに対して割り
振ることができる。処理は、ブロック８００からブロック８０２に進み得る。
【００８２】
　[0094]ブロック８０２において、ＵＥは、ＵＬ許可内のＬＢＴインジケーションのタイ
プを決定し得る。たとえば、ＵＥは、ＬＢＴインジケータがＬＢＴなしかまたはワンショ
ットＬＢＴを示すように設定されていると決定し得る。代替または追加として、ＵＥは、
ＬＢＴインジケータがＵＥ決定を示すように設定されていると決定し得る。代替または追
加として、ＵＥは、ＬＢＴインジケータがフルＣＣＡを示すように設定されていると決定
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し得る。処理は、ブロック８０２からブロック８０４に進み得る。
【００８３】
　[0095]ブロック８０４において、ＵＥは、決定されたタイプのＬＢＴインジケーション
に従ってＦ２にアクセスし得る。たとえば、ＵＥは、ＬＢＴインジケータがＬＢＴなしを
示すように設定されていると決定したことに応答して、Ｆ２上でＬＢＴを実行することな
く、Ｆ２上でＵＬ送信を実行し得る。代替または追加として、ＵＥは、ＬＢＴインジケー
タがワンショットＬＢＴを示すように設定されていると決定したことに応答して、Ｆ２上
でＵＬ送信を実行する前に、Ｆ２上でワンショットＬＢＴを実行し得る。代替または追加
として、ＵＥは、Ｆ２上でＵＬ送信を実行する前に、およびＬＢＴインジケータがＵＥ決
定を示すように設定されていると決定したことに応答して、Ｆ２上でワンショットＬＢＴ
を実行し、Ｆ２上のワンショットＬＢＴが不成功であることが判明した場合のみ、引き続
きＦ２上でフルＣＣＡを実行し得る。代替または追加として、ＵＥは、ＬＢＴインジケー
タがフルＣＣＡを示すように設定されていると決定したことに応答して、Ｆ２上でＵＬ送
信を実行する前に、Ｆ２上でフルＣＣＡを実行し得る。処理は、ブロック８０４からブロ
ック８０６に進み得る。
【００８４】
　[0096]ブロック８０６において、ＵＥは、ＵＬ許可に従ってＦ２上でＵＬ送信を実行し
得る。図９Ｂを参照しながら以下でさらに説明するように、ＵＬ許可は、半永久的ＵＬ許
可であり得ることが想定される。したがって、ブロック８０６において、ＵＥは、半永久
的ＵＬ許可に従ってＦ２上でＵＬ送信を実行し得ることが想定される。
【００８５】
　[0097]図９Ａを参照すると、ワイヤレス通信の方法は、ｅＮＢによって実行され得る。
図９Ａの方法は、ＵＥに対する半永久的ＵＬ許可をスケジュールするためにｅＮＢによっ
て実行されるプロセスを表す。そのような許可は、２つ以上の開始時間に対して有効であ
ることによって、中断した送信機会に対応し得る。
【００８６】
　[0098]ブロック９００において開始して、ｅＮＢは、ＵＬ許可が、少なくとも第１の開
始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であることを、ＵＥに
示し得る。ｅＮＢは、同時に１つだけのＵＥに対して半永久的許可をスケジュールし得る
ことが想定される。処理はブロック９０２に進み得る。
【００８７】
　[0099]ブロック９０２において、ｅＮＢは、ＵＬ許可をＵＥに送信し得る。処理はブロ
ック９０４に進み得る。
【００８８】
　[00100]ブロック９０４において、ｅＮＢは、開始位置の最大数をＵＥに通信し得る。
たとえば、開始位置の最大数は、アップリンク許可内で送信され得ることが想定される。
代替または追加として、開始位置の最大数は、共通の制御メッセージ内で、システム情報
メッセージ内で、および／またはＲＲＣメッセージ内で通信され得ることが想定される。
処理はブロック９０６に進み得る。
【００８９】
　[00101]ブロック９０６において、ｅＮＢは、第１の開始位置などの現在の開始位置に
おいてＵＥからＵＬ送信を受信することを試みることができる。たとえば、現在の開始位
置変数は、第１の開始位置に初期化され得る。処理はブロック９０８に進み得る。
【００９０】
　[00102]ブロック９０８において、ｅＮＢは、第１の開始位置においてＵＬ送信を受信
する試みが成功したかどうかを決定し得る。試みが成功したとｅＮＢが決定した場合、処
理は終了し得る。しかしながら、試みが成功しなかったとｅＮＢが決定した場合、処理は
ブロック９１０に進み得る。
【００９１】
　[00103]ブロック９１０において、ＵＥは、ＵＥからのＵＬ送信の受信が開始位置の最
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大数において試みられたかどうかを決定し得る。たとえば、ｅＮＢは、現在の開始位置変
数と最大開始位置とを比較し得る。開始位置の最大数が到達されたとｅＮＢが決定した場
合、処理は終了し得る。したがって、ｅＮＢは、２つ以上の開始位置の数を開始位置の最
大数に制限し得る。しかしながら、開始位置の最大数が到達されていないとｅＮＢが決定
した場合、処理はブロック９１２に進み得る。
【００９２】
　[00104]ブロック９１２において、ｅＮＢは、次の開始位置に進み得る。たとえば、ｅ
ＮＢは、現在の開始位置変数をインクリメントし得る。次いで、処理はブロック９０６に
戻り、その時点においてｅＮＢは、第１の開始位置においてＵＬ送信を受信する試みが成
功しなかったと決定したことに応答して、第２の開始位置においてＵＥからＵＬ送信を受
信することを試みることができる。したがって、ブロック９０８においてＵＬ送信が受信
に成功したとｅＮＢが決定するまで、またはブロック９１０において開始位置の最大数が
到達されたとｅＮＢが決定するまで、処理はこのようにして継続し得る。
【００９３】
　[00105]図９Ｂを参照すると、ワイヤレス通信の方法は、ＵＥによって実行され得る。
図９Ｂの方法は、ｅＮＢからの半永久的ＵＬ許可に応答して、ＵＥによって実行されるプ
ロセスを表す。そのような許可は、２つ以上の開始時間に対して有効であることによって
、中断した送信機会に対応し得る。
【００９４】
　[00106]ブロック９５０において開始して、ＵＥは、ｅＮＢからＵＬ許可を受信し得る
。処理はブロック９５２に進み得る。
【００９５】
　[00107]ブロック９５２において、ＵＥは、ＵＬ許可が、第１の開始位置と第２の開始
位置とを含む２つ以上の開始位置に対して有効であることのインジケーションを、ｅＮＢ
から受信し得る。処理はブロック９５４に進み得る。
【００９６】
　[00108]ブロック９５４において、ＵＥは、２つ以上の開始位置の最大数を決定し得る
。たとえば、ＵＥは、ＵＬ許可内で通信される開始位置の最大数を観測し得る。代替また
は追加として、ＵＥは、ＲＲＣメッセージ内で通信される開始位置の最大数を観測し得る
。処理はブロック９５６に進み得る。
【００９７】
　[00109]ブロック９５６において、ＵＥは、第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行
するためにチャネルを適時に獲得することを試みることができる。たとえば、ＵＥは、現
在の開始位置変数を第１の開始位置に初期化し、現在の開始位置を使用してＵＬ送信を実
行するためにチャネルを適時に獲得することを試みることができる。また、図８を参照し
ながら上記で詳述したように、ＵＥは、許可内のインジケータに応じてショートＬＢＴま
たはフルＣＣＡを実行し得る。処理はブロック９５８に進み得る。
【００９８】
　[00110]ブロック９５８において、ＵＥは、第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行
するためにチャネルを適時に獲得する試みが成功したかどうかを決定し得る。試みが成功
したとＵＥが決定した場合、処理はブロック９６０に進み得る。しかしながら、試みが成
功しなかったとＵＥが決定した場合、処理はブロック９６２に進み得る。
【００９９】
　[00111]ブロック９６０において、ＵＥは、現在の開始位置において開始する送信を実
行し、全ＴＸＯＰを送信することができる。その後、処理は終了し得る。
【０１００】
　[00112]ブロック９６２において、ＵＥは、チャネルの獲得が開始位置の最大数におい
て試みられたかどうかを決定し得る。たとえば、ＵＥは、現在の開始位置変数と最大開始
位置とを比較し得る。開始位置の最大数が到達されたとＵＥが決定した場合、処理は終了
し得る。したがって、ＵＥは、送信を開始することを試みる２つ以上の開始位置の数を開
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始位置の最大数に制限し得る。しかしながら、開始位置の最大数が到達されていないとｅ
ＮＢが決定した場合、処理はブロック９６４に進み得る。
【０１０１】
　[00113]ブロック９６４において、ＵＥは、次の開始位置に進み得る。たとえば、ｅＮ
Ｂは、現在の開始位置変数をインクリメントし得る。次いで、処理はブロック９５６に戻
り、その時点において、ＵＥは、前の（たとえば、第１の）開始位置を使用してＵＬ送信
を実行するためにチャネルを適時に獲得する試みが成功しなかったと決定したことに応答
して、現在の（たとえば、第２の）開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネ
ルを適時に獲得することを試みることができる。したがって、ブロック９５８においてチ
ャネルが首尾よく獲得されたとＵＥが決定するまで、またはブロック９６２において開始
位置の最大数が到達されたとＵＥが決定するまで、処理はこのようにして継続し得る。
【０１０２】
　[00114]図１０Ａを参照すると、ＵＥ１１５は、プロセッサ６８０とメモリ６８２とを
有し、メモリ６８２は、図８および図９Ｂに関して上記で説明した動作を実行するように
プロセッサ６８０を構成する命令を記憶することができる。たとえば、メモリ６８２は、
実行するＬＢＴのタイプを決定するためにＵＬ許可内のインジケータを観測するようにプ
ロセッサ６８０を構成するアップリンク許可プロセッサアプリケーション１０００を記憶
し得る。ＵＬ許可プロセッサアプリケーション１０００はまた、半永久的許可のインジケ
ーションと開始位置の最大数とを認識するようにプロセッサ６８０を構成し得る。ＬＢＴ
アプリケーション１００２は、許可内で観測されたインジケータに応答して、様々なタイ
プのＬＢＴを実行するように実施され得る。ＵＬ送信アプリケーション１００４は、ワイ
ヤレス無線機１０００ａ－ｒとアンテナ６５２ａ－ｒとを使用して許可に従ってアップリ
ンク送信を実行するようにプロセッサ６８０を構成し得る。ＲＲＣレイヤアプリケーショ
ン１００６は、上記の開始位置の最大数を含むＲＲＣメッセージに応答し得る。
【０１０３】
　[00115]図１０Ｂを参照すると、ｅＮＢ１０５は、アンテナ６３４ａ－ｔを有するワイ
ヤレス無線機１００９ａ－ｌに結合されたプロセッサ６４０とメモリ６４２とを有し、メ
モリ６４２は、図７および図９Ａに関して上記で説明した動作を実行するようにプロセッ
サ６４０を構成する命令を記憶することができる。たとえば、メモリ６４はＵＬ許可内に
設定するためにインジケータ１０５２の２つ以上のタイプのうちの１つを決定するために
スケジューラ１０５４に対する条件のセット１０５０を記憶し得る。スケジューラ１０５
４はまた、半永久的許可をＵＥに割り振り、上記のように許可は半永久的であることをＵ
Ｅに示すことができる。メモリ１０５６は、開始位置の最大数１０５６を記憶し、試みら
れた開始位置についての情報１０５８を記憶することができる。スケジューラは、ＵＬ許
可内で開始位置の最大数をＵＥに通信し得るか、またはＲＲＣレイヤアプリケーション１
０６０は、ＲＲＣメッセージ内でこの情報を通信し得る。
【０１０４】
　[00116]情報および信号は、多種多様な技術および技法のうちのいずれかを使用して表
され得ることを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され
得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、
電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合
せによって表現され得る。
【０１０５】
　[00117]図６、図７、図８、図９Ａ、図９Ｂ、図１０Ａ、および図１０Ｂ中の機能ブロ
ックおよびモジュールは、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイス、電子構成
要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファームウェアコードなど、またはそれ
らの任意の組合せを備え得る。
【０１０６】
　[00118]さらに、本明細書の開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフ
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トウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上では概してそれらの機能に関し
て説明された。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実
装するかは、具体的な適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当
業者は、説明された機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実
装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。当業者は
また、本明細書で説明された構成要素、方法、または相互作用の順序あるいは組合せは例
にすぎないこと、および本開示の様々な態様の構成要素、方法、または相互作用は、本明
細書で例示し、説明されたもの以外の方法で組み合わせられるかまたは実行され得ること
を容易に認識されよう。
【０１０７】
　[00119]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他の
そのような構成として実装されることもある。
【０１０８】
　[00120]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録
商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、また
は当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に存在し得る。例示的な記憶媒
体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、および記憶媒体に情報を書き込むこと
ができるように、プロセッサに結合される。代替的に、記憶媒体はプロセッサと一体化さ
れ得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ端
末中に存在し得る。あるいは、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内のディスクリ
ートな構成要素として存在し得る。
【０１０９】
　[00121]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、１つもしくは複数の命令もしくはコードとしてコンピュータ可
読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュ
ータ可読媒体は、コンピュータプログラムのある場所から別の場所への転送を容易にする
任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。コンピュータ可読記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクスト
レージまたは他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプロ
グラムコード手段を搬送または格納するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュー
タ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備え
得る。また、接続はコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ得る。たとえば、ソフトウェア
が、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはデジタル加入者線（Ｄ
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ＳＬ）を使用して、ウェブサイト、サーバ、またはその他のリモートソースから送信され
る場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはＤＳＬは、媒体の
定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コ
ンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディス
ク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（di
sk）は通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的
に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲に含まれるべきである。
【０１１０】
　[00122]特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用する場合、２つ以上の項目の列挙中
で使用されるとき、「および／または」という語は、列挙された項目のうちのいずれか１
つが単独で採用され得ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが
採用され得ることを意味する。たとえば、組成が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含
むものとして説明される場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、
ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含むことができる。また
、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で
終わる項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの
少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたは
ＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）あるいは任意のこれらの組合せにおけるこれら
のうちのいずれかを意味するような選言的列挙を示す。
【０１１１】
　[00123]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えられたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に
明らかになり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱する
ことなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例お
よび設計に限定されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致す
る最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信の方法であって、
　時間Ｔにおいて開始する第２の周波数（Ｆ２）上のアップリンクリソースをユーザ機器
（ＵＥ）に対して割り振るために、第１の周波数（Ｆ１）上で送信されるべきアップリン
ク（ＵＬ）許可内に設定するためのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーション
のタイプを発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって決定することと、
　前記Ｆ２上の潜在的ダウンリンク送信と関連付けられた条件に対応するように、前記Ｕ
Ｌ許可内に前記ＬＢＴインジケーションを前記ｅＮＢによって設定することと、
　前記ＵＬ許可を前記ＵＥに前記ｅＮＢによって送信することとを備える、方法。
[Ｃ２]　前記条件が、時間ＴpまでＦ２上で生じる前記潜在的ダウンリンク送信に対応し
、ＴpがＴの前であり、ＴとＴpとの間の時間差分がしきい値より小さい、Ｃ１に記載の方
法。
[Ｃ３]　前記ＬＢＴのタイプが、前記条件が時間Ｔにおいて満たされるならば第１のタイ
プのＬＢＴに、および前記条件が時間Ｔにおいて満たされないならば第２のタイプのＬＢ
Ｔに対応する、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記第１のタイプのＬＢＴインジケーションがＬＢＴなし、ワンショットＬＢＴ
、またはショートＬＢＴのうちの少なくとも１つに対応し、前記第２のタイプのＬＢＴイ
ンジケーションがフルクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）に対応する、Ｃ３に記載の
方法。
[Ｃ５]　前記第１のタイプのＬＢＴインジケーションがフルクリアチャネルアセスメント
（ＣＣＡ）に対応し、前記第２のタイプのＬＢＴインジケーションがＬＢＴなし、ワンシ
ョットＬＢＴ、またはショートＬＢＴのうちの少なくとも１つに対応する、Ｃ３に記載の
方法。



(27) JP 6971996 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

[Ｃ６]　前記第２のタイプのＬＢＴインジケーションがＬＢＴなしに対応する、Ｃ５に記
載の方法。
[Ｃ７]　前記第２のタイプのＬＢＴインジケーションがワンショットＬＢＴに対応する、
Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ８]　前記潜在的ダウンリンク送信が、サービングｅＮＢもしくはｅＮＢのセットまた
はＣｏＭＰセット内のＲＲＨからの送信に対応する、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ９]　前記条件が、時間ＴにおいてＦ２上で生じる前記潜在的ダウンリンク送信に対応
する、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記条件が、所定の時間窓の間に生じる前記潜在的ダウンリンク送信に対応し
、所定の時間窓が時間Ｔと重複する、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１１]　Ｆ１およびＦ２が同じ周波数である、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１２]　ワイヤレス通信の方法であって、
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送信されたアップリンク（ＵＬ）許可を、第１の周
波数（Ｆ１）上でユーザ機器（ＵＥ）によって受信することと、ここにおいて、前記ＵＬ
許可が第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンクリソースを前記ＵＥに対して割り振る、　
前記ＵＬ許可内のリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーションのタイプを決定す
ることと、
　前記決定されたタイプのＬＢＴインジケーションに従ってＦ２にアクセスすることと、
　前記ＵＬ許可に従ってＦ２上でＵＬ送信を実行することとを備える、方法。
[Ｃ１３]　ＬＢＴインジケーションの前記タイプを決定することが、ＬＢＴインジケータ
がＬＢＴなしを示すように設定されていると決定することを含み、Ｆ２にアクセスするこ
とが、前記ＬＢＴインジケータがＬＢＴなしを示すように設定されていると決定したこと
に応答して、Ｆ２上でＬＢＴを実行することなく、Ｆ２上でＵＬ送信を実行することを含
む、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１４]　ＬＢＴインジケーションの前記タイプを決定することが、ＬＢＴインジケータ
がワンショットＬＢＴを示すように設定されていると決定することを含み、Ｆ２にアクセ
スすることが、前記ＬＢＴインジケータがワンショットＬＢＴを示すように設定されてい
ると決定したことに応答して、Ｆ２上でアップリンク送信を実行する前に、Ｆ２上でワン
ショットＬＢＴを実行することを含む、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１５]　ＬＢＴインジケーションの前記タイプを決定することが、ＬＢＴインジケータ
がＵＥ決定を示すように設定されていると決定することを含み、Ｆ２にアクセスすること
が、Ｆ２上でＵＬ送信を実行する前に、および前記ＬＢＴインジケータがＵＥ決定を示す
ように設定されていると決定したことに応答して、Ｆ２上でワンショットＬＢＴを実行し
、Ｆ２上の前記ワンショットＬＢＴが不成功であることが判明した場合に、引き続きＦ２
上でフルクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することを含む、Ｃ１２に記載の
方法。
[Ｃ１６]　ＬＢＴインジケーションの前記タイプを決定することが、ＬＢＴインジケータ
がフルクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を示すように設定されていると決定するこ
とを含み、Ｆ２にアクセスすることが、前記ＬＢＴインジケータがフルＣＣＡを示すよう
に設定されていると決定したことに応答して、Ｆ２上でＵＬ送信を実行する前に、Ｆ２上
でフルＣＣＡを実行することを含む、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記決定されたタイプのＬＢＴが、第１のＵＬサブフレームが前記ＵＬ許可内
に示される前のしきいの時間内に、Ｆ２上に１つまたは複数の送信があるかどうかに基づ
く、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１８]　Ｆ１およびＦ２が同じ周波数である、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１９]　　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって送信されたアップリンク（ＵＬ）許可を
、第１の周波数（Ｆ１）上でユーザ機器（ＵＥ）によって受信すること、ここにおいて、
前記ＵＬ許可が第２の周波数（Ｆ２）上でアップリンクリソースを前記ＵＥに対して割り
振る、　　前記ＵＬ許可内のリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）インジケーションのタイ
プを決定すること、
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　　前記決定されたタイプのＬＢＴインジケーションに従ってＦ２にアクセスすること、
および
　　前記ＵＬ許可に従ってＦ２上でＵＬ送信を実行すること
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合された少なくとも１つのメモリとを備える、ワ
イヤレス通信装置。
[Ｃ２０]　前記少なくとも１つのプロセッサが、ＬＢＴインジケータがＬＢＴなしを示す
ように設定されていると決定することによって、ＬＢＴインジケーションの前記タイプを
決定するように構成され、前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＬＢＴインジケータ
がＬＢＴなしを示すように設定されていると前記決定したことに応答して、Ｆ２上でＬＢ
Ｔを実行することなく、Ｆ２上でＵＬ送信を実行することによってＦ２にアクセスするよ
うに構成される、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２１]　前記少なくとも１つのプロセッサが、ＬＢＴインジケータがワンショットＬＢ
Ｔを示すように設定されていると決定することによって、ＬＢＴインジケーションの前記
タイプを決定するように構成され、前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＬＢＴイン
ジケータがワンショットＬＢＴを示すように設定されると前記決定したことに応答して、
Ｆ２上でＵＬ送信を実行する前に、Ｆ２上でワンショットＬＢＴを実行することによって
Ｆ２にアクセスするように構成される、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２２]　前記少なくとも１つのプロセッサが、ＬＢＴインジケータがＵＥ決定を示すよ
うに設定されていると決定することによって、ＬＢＴインジケーションの前記タイプを決
定するように構成され、前記少なくとも１つのプロセッサが、Ｆ２上でＵＬ送信を実行す
る前に、および前記ＬＢＴインジケータがワンショットＬＢＴを示すように設定されてい
ると前記決定したことに応答して、Ｆ２上でワンショットＬＢＴを実行し、Ｆ２上の前記
ワンショットＬＢＴが不成功であることが判明した場合に、引き続きＦ２上でフルクリア
チャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することによってＦ２にアクセスするように構成
される、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２３]　前記少なくとも１つのプロセッサが、ＬＢＴインジケータがフルクリアチャネ
ルアセスメント（ＣＣＡ）を示すように設定されていると決定することによって、ＬＢＴ
インジケーションの前記タイプを決定するように構成され、前記少なくとも１つのプロセ
ッサが、前記ＬＢＴインジケータがフルＣＣＡを示すように設定されていると前記決定し
たことに応答して、Ｆ２上でＵＬ送信を実行する前に、Ｆ２上でフルＣＣＡを実行するこ
とによってＦ２にアクセスするように構成される、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２４]　前記決定されたタイプのＬＢＴが、第１のＵＬサブフレームが前記ＵＬ許可内
に示される前のしきいの時間内に、Ｆ２上に１つまたは複数の送信があるかどうかに基づ
く、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２５]　Ｆ１およびＦ２が同じ周波数である、Ｃ１９に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ２６]　ワイヤレス通信の方法であって、
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）からアップリンク（ＵＬ）許可をユーザ機器（ＵＥ）によっ
て受信することと、
　前記ＵＬ許可が、第１の開始位置と第２の開始位置とを含む２つ以上の開始位置に対し
て有効であることのインジケーションを、前記ＵＥによって前記ｅＮＢから受信すること
と、
　前記第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するためにチャネルを適時に獲得するこ
とを前記ＵＥによって試みることと、
　前記第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するために前記チャネルを適時に獲得す
る前記試みが成功しなかったと、前記ＵＥによって決定することと、
　前記ＵＥによって、および前記第１の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するために前
記チャネルを適時に獲得する前記試みが成功しなかったと決定したことに応答して、前記
第２の開始位置を使用してＵＬ送信を実行するために前記チャネルを適時に獲得すること
を試みることとを備える、方法。
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[Ｃ２７]　前記２つ以上の開始位置の最大数を、前記ＵＥによって決定することと、
　送信を開始することを試みる前記２つ以上の開始位置の数を開始位置の前記最大数に制
限することとをさらに備える、Ｃ２６に記載の方法。
[Ｃ２８]　開始位置の前記最大数を決定することが、前記ＵＬ許可または無線リソース制
御（ＲＲＣ）メッセージのうちの少なくとも１つの中で通信される開始位置の前記最大数
を観測することを含む、Ｃ２６に記載の方法。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】 【図８】

【図９Ａ】 【図９Ｂ】
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【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】
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